
昭
和

年
～

年
生
ま
れ
の
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「
団
塊
の
世
代
」
と
い
わ
れ
る
人

々
が
、
ま
も
な
く
「
還
暦
（
60

才
）
」
に
な
り
、
定
年
を
迎
え
ま

す
。
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で

誕
生
し
、
日
本
の
高
度
経
済
成

長
を
支
え
て
き
た
人
た
ち
で
す
。

昭
和

年
頃
と
い
う
と
、
ち
ょ
う

30

ど
小
学
校
２
・
３
年
生
く
ら
い
で

す
ね
。
私
も
昭
和

年
２
月
生

23

ま
れ
、
当
時
「
十
勝
清
水
町
」
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
仲
間
が
集
ま

り
、
昔
の
話
に
な
る
と
話
題
が
と

ぎ
れ
ず
花
が
咲
き
ま
す
。

「
川
へ
泳
ぎ
に
行
っ
た
け
ど
、
海
水

パ
ン
ツ
の
前
は
ク
ロ
ネ
コ
（
三
角
の

黒
い
布
が
つ
い
た
フ
ン
ド
シ
）
だ
っ

た
な
。
」
「
運
動
会
は
赤
・
白
の
ハ

チ
マ
キ
で
、
足
袋
を
は
い
て
走
っ

た
。
足
に
タ
ン
ポ
ポ
の
花
を
こ
す

り
つ
け
る
と
早
く
走
れ
る
と
い
う

話
を
聞
い
て
足
が
真
っ
黄
色
に
な

る
ま
で
こ
す
っ
た
。
」
「
遊
ぶ
場
所

は
道
路
で
、
同
じ
町
内
会
の
子

供
が
中
心
。
縄
張
り
が
あ
っ
て
別

の
グ
ル
ー
プ
の
遊
び
場
へ
は
い
か

な
い
。
」
「
よ
そ
の
子
に
い
じ
め
ら

れ
た
ら
、
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
（
大

将
）
が
助
け
て
く
れ
る
。
」

★
駄
菓
子
屋
の
話

「
ハ
ッ
カ
味
の
紙
を
舐
め
た
よ

ね
。
舌
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
さ
！

「
ス
ル
メ
も
美
味
し
か
っ
た
。
」
「
絞

り
出
し
て
舐
め
る
チ
ュ
ー
ブ
に
入

っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
「
キ
ャ
ラ
メ
ル

は
バ
ン
ビ
、
グ
リ
コ
、
カ
バ
ヤ
か

な
？
」
「
そ
う
い
え
ば
カ
バ
ヤ
の
宣

伝
カ
ー
知
っ
て
る
か
い
？
カ
バ
の

形
を
し
た
自
動
車
？
」

私
は
一
度
駄
菓
子
屋
さ
ん
の

前
で
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
感
動
し

ま
し
た
。
口
も
開
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

お
ま
け
付
き
や
ク
ジ
の
お
菓

子
が
多
く
、
切
手
収
集
ブ
ー
ム
の

時
に
は
、
お
小
遣
い
を
貰
っ
て
良

く
駄
菓
子
屋
に
通
い
ま
し
た
。

★
当
時
の
生
活
の
話

「
昔
は
、
家
に
鍵
を
掛
け
な
か

っ
た
な
。
変
な
人
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た

ら
、
近
所
の
人
が
見
張
っ
て
て
く

れ
た
か
ら
ね
。
」
「
風
呂
が
な
い
の

で
友
達
を
誘
っ
て
良
く
銭
湯
に

行
っ
て
い
た
。
浴
槽
で
潜
り
っ
こ
し

て
、
番
台
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
怒
ら

れ
た
。
冬
は
、
帰
り
に
手
拭
い
が

凍
っ
て
板
の
よ
う
に
な
っ
た
な
。
」

「
テ
レ
ビ
が
出
始
め
の
頃
、
ア
ン
テ

ナ
が
立
っ
て
い
る
家
を
見
つ
け

て
、
全
然
知
ら
な
い
家
だ
け
ど
テ

レ
ビ
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
上
が

り
込
ん
だ
。
近
所
の
人
も
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
い
て
プ
ロ
レ
ス
や
ボ
ク

シ
ン
グ
な
ど
に
熱
中
。
そ
の
家
で

は
、
ミ
カ
ン
や
お
菓
子
を
出
し
て

く
れ
た
。
」

東
京
タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
て

い
た
頃
（
昭
和

年
）
の
東
京
下
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町
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
オ
ー
ル
ウ
エ

イ
ズ
三
丁
目
の
夕
日
」
の
映
画
に

も
同
じ
場
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
が
や
っ
て
来
た
頃
の
時
代

は
ど
の
地
域
で
も
住
民
が
肩
を

寄
せ
合
っ
て
生
活
し
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

★
学
生
の
頃

「
日
曜
日
に
、
帯
広
の
街
へ
出

か
け
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
欲

し
い
レ
コ
ー
ド
は
オ
イ
カ
ワ
レ
コ
ー

ド
店
に
し
か
な
か
っ
た
。
」
「
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
映
画
が
来
た
と
き
は
、

朝
一
番
の
汽
車
で
帯
広
へ
行
き
、

映
画
館
に
一
番
乗
り
し
た
。
」

「
田
村
書
店
に
あ
る
問
題
集
を

先
生
が
買
っ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
試
験
の
問

題
が
出
る
と
い
う
噂

を
聞
き
、
大
勢
で
押

し
か
け
た
」
「
街
へ
出

か
け
る
と
き
は
、
制

服
・
制
帽
着
用
の
規

則
が
あ
り
、
ど
の
学

校
の
生
徒
か
、
す
ぐ
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昭和30年代
今、全国的に注目されています。

「団塊の世代の記憶！」
夢があって、みんなが助け合って

生活していた時代
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に
わ
か
っ
た
。
」
「
男
女
の
交
際
は

友
達
に
冷
や
か
さ
れ
る
の
で
厳

禁
。
男
同
士
で
行
動
す
る
（
硬

派
）
こ
と
が
多
か
っ
た
な
。
」
（
後

か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
結
構
カ
ッ

プ
ル
が
出
来
て
い
た
ら
し
い
）

戦
後
、
民
主
主
義
に
な
っ
た
と

は
い
え
、
ま
だ
封
建
的
な
考
え
が

残
り
、
目
上
の
人
を
大
切
に
し
、

親
を
敬
い
、
仲
間
や
弱
い
も
の
を

助
け
、
地
域
を
大
事
に
し
て
、
み

ん
な
で
助
け
合
う
、
そ
ん
な
時

代
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
将
来
に
向
け
て
の

明
る
い
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
生
活
環
境
は
格
段
に
向

上
し
、
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昔
を
懐
か

し
む
心
の
奥
に
は
、
無
く
し
て
し

ま
っ
た
心
の
豊
か
さ
や
地
域

の
温
か
さ
の
復
活
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
（
Ｈ
・
Ｈ
）

インターネット参考文献紹介

「まぼろしチャンネル」
http://www.maboroshi-ch.com/index.htm

「ノスタルジー商店 まぼろし食料品店」
http://www.maboroshi-ch.com/sun/pha_13.htm

「カバヤ歴史館」
http://www.kabaya.co.jp/histo_car.html

「昭和レトロでわくわく物語」
http://hkmm8.net/index.html

昭和２９年～昭和３０年頃

帯広市内 住宅地図②
東１条～東４条、

南８丁目～南１１丁目

次号は東1～東4、南１２～南１５を
掲載予定です
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帯
広
氷
ま
つ
り
は
、
昭
和
37

年
、
当
時
の
北
海
道
司
厨
士
協

会
帯
広
支
部
の
青
年
コ
ッ
ク
達
が

「
帯
広
に
冬
の
代
表
的
な
祭
り

を
造
り
た
い
」
と
旧
帯
広
小
学
校

（
現
中
央
公
園
）
グ
ラ
ン
ド
に
氷

像

基
を
造
っ
た
の
が
発
端
。

10

中
心
と
な
っ
た
の
は
江
口
朝

之
助
支
部
長
（
故
人
）
、
内
田
正

男
氏
（
故
人
）
「
ま
す
も
と
」
、
岡

部
敏
氏
「
世
界
一
」
、
田
本
憲
吾

氏
ら
で
あ
っ
た
。
費
用
は
全
額
、

支
部
で
負
担
し
、
営
業
の
終
わ
っ

た
午
後
９
時
か
ら
深
夜
に
か
け

て
作
業
。
「
何
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
規
則
や
企
画

も
な
く
始
め
た
が
、
自
分
た
ち
が

思
っ
て
た
以
上
に
人
々
に
感
動

を
与
え
た
」
と
振
り
返
る
。

そ
の
２
年
後
、
昭
和

年
に

39

第
１
回
帯
広
氷
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
る
。
五
重
の
塔
を
中
心
に

熊
、
鷲
、
白
鳥
な
ど
十
数
基
の
氷

像
が
並
び
、
花
火
、
仮
装
コ
ン
テ

ス
ト
、
ミ
ス
帯
広
パ
レ
ー
ド
の
イ
ベ

ン
ト
も
あ
り
、
来
場
者
数
は
述
べ

三
万
人
。
（
勝
毎
ジ
ャ
ー
ナ
ル
０

１
・
０
１
・
１
９
掲
載
か
ら
抜
粋
）

中
心
市
街
地
の
歴
史
を
振
り
返
る

昭
和
の
写
真
ア
ル
バ
ム

第
２
回

帯
広
氷
ま
つ
り

昭
和

年
40

昭和４０年第２回帯広氷まつりの写真です。
第1回氷まつり開催の詳しい記事が「勝毎ジャーナル」に掲載されています。次のア
ドレスをご覧下さい。 http://www.tokachi.co.jp/kachi/jour/01.koori/1.html
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映画に行こう！

〈2006年１２月上映予定作品〉

『ウエスト・サイド ストーリー』
ニュープリント・デジタルリマスターバージョン

アメリカ １５１分
監督：ロバート・ワイズ、ジェローム・ロビンス

音楽：レナード・バーンスタイン

出演：ナタリー・ウッド ジョージ・チャキリス

リチャード・ベイマー

◆新春特別料金 オール￥１０００円
（ＣＩＮＥとかち前売券・招待券 利用できます）
◆上映日：１／６（土）～１／１２(金)

★☆★ １週間限定上映 ★☆★
毎週月曜休館日

１０：２０～ １３：２０～ １６：２０～ １９：２０～
完全入替制

「ウエスト・サイド ストーリー」の誕生は、ミュー
ジカル映画の歴史を変える大事件だった。
ブロードウェイで一大センセーションを巻き起こ
したミュージカル「ウエスト・サイド ストーリー」
の演出家ジェローム・ロビンスは、映画監督ロバ
ート・ワイズと組み、この大ヒット作を自ら映画化
することを決意した。
二人はまず、莫大な製作費をキャスティングに
注ぎ込み、厳しいオーディションで最高の才能
を集める。そしてニューヨークの街角に飛び出し
てロケを敢行。そのダイナミックな群舞は、スタジ
オ撮影中心だったミュージカル映画の常識を打
ち破った。加えて音楽にはクラシックの名指揮
者にして作曲家のレナード・バーンスタインを起
用。彼の音楽はストーリーと見事に一体化し、映
画音楽の新しい可能性を示したのである。
･････････････････････････････････････････
２００７年 CINEとかちサポーター・会員募集中！

＜サポーター＞・１口１万円。１０本分の映画招待券

＜会員＞・会費３６００円。３本分の映画招待券

お申し込み・お問い合わせは劇場スタッフ、もしくはメールで

kouji-9@k3.dion.ne.jp（豊島）

詳細はＣＩＮＥとかちホームページで・・・・
http://www.h6.dion.ne.jp/~cine.tkc/

CINEとかちプリンス劇場 西１南９（東銀座通り）

いらっしゃい瓦版を
インターネットでご覧頂けます。

下記の帯広市商店街振興組合連合会
ホームページにアクセスしてください。

こちらのWEB版では、写真がカラーになっています。
ぜひ一度ご覧下さい。

http://ww6.et.tiki.ne.jp/~obsinren/

クイズで当てましょう！ №７２

【問題】昭和２２年～２３年生まれの
世代を何と呼ぶでしょうか？

１．団塊の世代
２．若い世代
３．老人世代

正解者の中から抽選で２名の方に、ＮＣおびひろの商
品券1000円分をプレゼントいたします。当選者は次号で
発表いたします。
◆応募方法◆ ＜締切：１月２０日必着＞
クイズの解答、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を

記入の上、下記までハガキまたはFAXでお願いします。
〒080-0012 帯広市西２条南９丁目坂本ビル５Ｆ

市振連内 いらっしゃい編集局 FAX:２３－６５６０
先月号の正解は③の「マーフィーの法則」でした。 正解
当選者は河西政枝さん、富西法子さんでした。

読者の声をお寄せください！
昭和３０年頃のまちなかの様子や皆さんの当時の懐か

しい暮らしや生活についてのお話を募集します。まとまれ
ば特集で掲載したいと思います。 クイズの応募と共にお
願いします。

買物共通バス券情報！
いま、帯広市商店街振興組合連合会では、買物共通

バス券事業に参加して頂けるお店を大募集しています。
交通弱者に優しい街、環境に優しい街を目指して事

業を実施していますので、ご理解の上、ぜひ参加をお願
いいたします。お申し込みは下記まで・・・。

買物共通バス券の利用方法

参加店にて２，０００円以上
のお買物をすると
１００円の共通バス券が貰えま
す。

貰うためには、まず最初に
バスに乗りましょう！十勝管内
のバス路線なら、どのバスでも
OKです。

降りるときにバスの運転席
後ろにぶら下がっている買物
共通バス券引換券をお取り下

さい。バス乗車証明書になります。
買物精算時にこの券をお店に提出してバス券と交換

します。
どのお店が参加しているか？は、西２条通りのバス停
に参加店名簿を貼ってありますのでご覧下さい。

＜問い合わせ先＞
帯広市商店街振興組合連合会

TEL 0155-23-6546 FAX 0155-23-6560


